
はじめに

スズメハコベ Microarpaea minima (Koenig)

Merrillは本州 (関東以西), 四国, 九州, 琉球, 朝

鮮, 中国, 東南アジア, インド, オーストラリアに

広く分布するゴマノハグサ科の湿生植物である. 小

さな1年草で, 全体が匍匐し, 茎は枝分かれして長

さ5～20㎝, 葉は対生し, 長さ2～5㎜, 幅1～2㎜,

花は葉腋につき花冠は淡紅色, 萼は筒状釣鐘形で先

は短く５裂する (佐竹ほか 1981).

国内では21府県に分布記録があるものの, 湿地開

発・河川開発・土地造成などにより, 環境省レッド

データブックでは絶滅危惧IB類に指定されている

(環境庁自然保護局 2000).

福井県にはこれまで分布記録がなかったが, 筆者

らは, 2003年8月に福井県西部の南川中流域に位置

する, おおい町 (旧名田庄村) 久坂挙野の水田にお

いて初めて確認した. その後, 南川の中流域の水田

を対象に, スズメハコベの分布を明らかにするため

の調査を行ったので, 初確認の記録と併せて報告す

る. なお, 本調査では, スズメハコベの他にも希少

な湿生植物が確認された. 生育地の位置情報の公開

には注意が必要であるが, これらの植物は園芸的価

値が低いため, 盗掘の恐れは低いと考えられる. ま

た, これらの植物の減少の主要因が, 開発や自然遷

移等である (環境庁自然保護局 2000, 福井県 2004)

ことから, 本報告での生育地の位置情報の公開が,

開発からの回避や保全活動につながることを期待す

るものである.
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図1.調査地点.



調査方法

2003年と2004年に, 福井県西部に位置する南川中

流域の水田において, 現地調査を実施した. 調査は,

2003年8月～2004年12月までの期間で, のべ8日間,

20地点で実施した (図1, 表1). 1調査地点の範囲は,

水田1筆とした. また, 調査地点の耕作状況は, 営

農田が17地点, 休耕田が2地点, 放棄田が1地点であっ

た. これらの調査地点を踏査し, スズメハコベ (図

2,3) とその他の希少種を採集して位置情報を記録

した. 採集した標本は錯葉標本にして福井県自然保

護センター内に保管した. 位置情報は, 調査時に国

土地理院の2万5千分の1地形図から判読した.

結果と考察

１. スズメハコベの分布

2003年8月3日～2004年12月14日に調査された20地
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表1.調査地点.

図2.スズメハコベ



点のうち, 南川の源流域に近い, おおい町 (旧名田

庄村) 納田終 (標高136m) から, 下流域に近い,

小浜市深野 (標高40m) までの12地点でスズメハコ

ベが確認された (表2). 本調査により, スズメハコ

ベの分布範囲は南川中流域の水田全体に及んでいる

ことが明らかになった. 下流域でもスズメハコベが

分布している可能性が考えられ, 今後, 調査範囲を

拡大して分布調査を行う必要がある.

スズメハコベが確認された調査地点の耕作状況は,

すべて営農田であり, 休耕田および放棄田では, 確

認されなかった. 営農田は, 調査時にはイネなど比

較的背の高い草本が刈られている状態(図4)で, ス

ズメハコベのような低茎の植物にとって被陰されな

い環境であった. また, スズメハコベが生育してい

た水田が, 翌年に休耕田に変わると, イヌタデやタ

ウコギなどの比較的草丈の高い草本が密に生育し,
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図3.スズメハコベ群落
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表2.出現した植物のリスト.



スズメハコベの生育は確認されなかった. このため,

スズメハコベの生育環境として, 営農田は適してい

ると考えられる.

２. スズメハコベとその他の希少種

本調査により, スズメハコベの他に, 8種の希少

種が確認された (表2). 環境省レッドデータブック

掲載種として, マルバノサワトウガラシDeinostema

adenocaulum (Maxim.) Yamazaki が4地点, ミズマ

ツバSalvinia natans (L.) All. が9地点, ミズネコノ

オEusteralis stellata (Lour.) Murataが3地点で確認

された. また, 福井県レッドデータブック掲載種と

して, アブノメDopatrium junceum (Roxb.) Buch.-

Hamil. が4地点, ミズハコベCallitriche palustris L.

が2地点, ミゾハコベElatine triandra Schk. が4地点

で確認された. レッドデータブック掲載種ではない

ものの, 県内では比較的希少であるミズワラビ

Ceratopteris thalictroides (L.) Brongn.が6地点,

サワトウガラシDeinostema violaceum (Maxim.)

Yamazakiが9地点で確認された. また, 本調査で確

認された種のほとんどは, 低茎の湿生植物であった.

これらの生育地情報の一部は, 本報告以前に筆者

らの情報提供により, 福井県レッドデータブック植

物編にすでに掲載されているが, 福井県植物誌 (渡

辺 2003) によると, これらの生育地はこれまで確

認されておらず, 今回の調査により新たにのべ57カ

所の生育地が追加されたことになる. また, 各調査

地点で同所的に確認された希少種の種数は, 0～5種

であり, 5種が2地点, 4種が3地点, 3種が8地点, 2

種が4地点, 1種が2地点, 0種が1地点であった. こ

れらの結果から, 福井県内において､ 南川中流域の

水田は, 希少な湿生植物が比較的集中して分布して

いる地域であると考えられる.

以上のことから, 南川中流域の水田は, スズメハ

コベなどの希少な低茎の湿生植物が集中して分布し

ている地域であると考えられるが, 水田の休耕田化

に伴って高茎の植物が卓越するにつれ, 被陰されて

生育が妨げられる可能性が高いと考えられる. しか

し, 本調査では, これらの湿生植物の生育を維持す

る環境要因や, 耕作状況についての十分なデータは

得られなかった.

今後は, 南川下流域におけるスズメハコベの分布

を明らかにするとともに, 水田において低茎の湿生

植物が生育するための要因について調査し, 解析す

る必要がある.
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要 約

2003年8月～2004年12月に, 南川中流域の稲刈り

後の水田において, 希少な湿生植物を調査した. 8

日間の調査で, 9種を確認し, のべ57カ所の新産地

が明らかになった. このうちスズメハコベは福井県

では初記録であった. 今後は, 南川下流域における
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図4.スズメハコベを確認した水田 (営農田) の状況 (撮影 2006/03/22).



スズメハコベの分布を明らかにするとともに, 水田

において低茎の湿生植物が生育するための要因につ

いて調査し, 解析する必要がある.
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The distribution of Microcarpaea minima and other endangered hygrophyte in paddy

fields in the middle of the Minami River basin, Fukui prefecture, central Japan

Akiko HIRAYAMA1, Masao UESAKA2

Hygrophyte distribution was studied in paddy fields in the middle of the Minami River basin in Fukui prefecture

in 2003 and 2004. A total of 11 rare hygrophyte species were found, and 57 new locations in Fukui prefecture

were recorded. Among these 11 species, the threatened species Microcarpaea minima was recorded for the first

time in Fukui prefecture. In addition, the survey recorded Deinostema adenocaulum, Salvinia natans, and Eusteralis

stellata, which also are classified as threatened species by the Japanese Ministry of the Environment. Further

investigation is necessary to clarify the distribution area of M. minima and the environmental factors that favor

hygrophytes in paddy fields in the Minami River basin.
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